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ブンヤウイルス目Bunyavirales

フェヌイウイルス科Phenuiviridae

バンダウイルス属Bandavirus

重症熱性血小板減少症候群(SFTS)ウイルス

https://viralzone.expasy.org/11167
https://ictv.global/report/chapter/phenuiviridae/phenuiviridae/bandavirus

（最終閲覧日2025年7月31日）



SFTSVの感染環

幼ダニ

卵

若ダニ

成ダニ

野生動物
アナグマ死亡

生産動物

ヒト(致死率27%)

イヌ
（致死率40%）

展示動物
（チーター2頭死亡）

ネコ
（致死率約60%）



国内の患者数の推移

JIHS国立感染症研究所ホームページ参照
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/article/sfts/020/20250820095747.html
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SFTS患者の臨床症状

IASR Vol. 37 p. 41-42: 2016年3月号

致命率27%

出血熱



SFTS患者年齢
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50歳以降がハイリスク

国立健康危機管理研究機構（JIHS） 感染症情報提供サイト
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/iasr/45/530/article/110/index.htm

（最終閲覧日2025年7月31日）



SFTS患者発生時期
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国立健康危機管理研究機構（JIHS） 感染症情報提供サイト
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/iasr/45/530/article/110/index.htm

（最終閲覧日2025年7月31日）



都道府県別のSFTS患者数（届出地）

感染症発生動向調査より
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最近になって
茨城県
岐阜県
秋田県
神奈川県
北海道
栃木県
から届出



職業感染事例（ヒト―ヒト感染、国内）



SFTS治療薬に「アビガン」承認

重症熱性血小板減少症候群(SFTS)診療の手引き（監修 加藤康幸）
https://dcc.jihs.go.jp/prevention/resource/2019SFTS.pdf  （最終閲覧日2025年7月31日）



Yuan Y et al. EBioMedicine. 2021. 72:103591 

ファビピラビルは有効
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ヤマアラシチマダニ

マダニの捕集調査（山口、2014年4月-2018年8月）

町中の公園でも多くのマダニ



フタトゲチマダニが主に関与？

国立感染症研究所ホームページ参照https://www.niid.go.jp/niid/ja/sfts/3143-sfts.html
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検査数 陽性プール数 陽性マダニ（プール数）

ダニ媒介
フレボウイルス共通

1485 10
フタトゲチマダニ（7）

キチマダニ（3）

フラビウイルス共通 1251 0 ー

SFTSウイルス 2510 5
キチマダニ（3）

タカサゴキララマダニ（1）
ヒゲナガチマダニ（1）

Yamaguchi
ウイルス

1251 16

キチマダニ（7）
フタトゲチマダニ（3）
タカサゴチマダニ（3）
オオトゲチマダニ（3）

Nishimuro
ラブドウイルス

1291 2 ヒゲナガチマダニ（2）

Ozウイルス 679 2
キチマダニ（1）

タカサゴキララマダニ（1）

Kabuto Mountain
ウイルス

679 1 タカサゴチマダニ（1）

マダニからの各種ウイルス遺伝子検出
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和歌山県動物種間における感染率の比較

JIHS国立感染症研究所獣医科学部 立本完吾実施
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2017年ネコ、イヌ、チーター、そして動物-ヒト感染
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ネコの発生数が多い！
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ネコでは通年の発生
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ある地域でのSFTS発症ネコの発生状況
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この地域でも西部から東部へ



ネコ イヌ

元気・食欲低下 100% 100%

発熱 (39℃以上) 73.2% 92%

白血球数減少 83.6% 83%

血小板数減少 99.2% 100%

黄疸 96.0% 0%

総ビリルビン上昇 94.4% 50%

CRP上昇 No data 100%

死亡率 66% 40%

臨床症状

Ishijima K et al. Viruses. 2022. 14(9):1963



Survived

Moribund

感染実験 体重・体温

Park ES et al. Sci Rep. 2019. 9(1):11990 

イヌはネコより抵抗性
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動物から獣医療従事者への感染届出症例

発病年 性別 年代（診断時） 感染地域（推定または確定）

2018 女 40代 九州地方

女 20代 九州地方

男 20代 中国地方

2019 女 50代 九州地方

2020 男 30代 中国地方

2021 男 60代 中国地方

男 60代 中部地方

男 60代 四国地方

2022 女 50代 九州地方

男 60代 中国地方

2023 女 30代 中国地方

2025 男 70代 中部地方

年間数名の獣医療従事者が感染

国立健康危機管理研究機構（JIHS） 感染症情報提供サイト
https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/iasr/45/530/article/110/index.htm

（最終閲覧日2025年7月31日）



2003年10月 2頭の発症犬→獣医師1名、看護師1名、飼い主家族4名発症
2012年4月 イヌ・ネコと接触する機会は多い、1カ月以内の野外活動歴なし→SFTS発症
2016年6月 SFTS発症猫による咬傷→飼い主SFTS発症 
2017年6月 SFTS発症犬と同居→飼い主SFTS発症 
2018年8月 SFTS発症猫の診療→獣医師ならびに看護師発症 
2018年10月 SFTS発症猫を3匹診断→獣医師発症
2018年10月 SFTS発症猫→飼い主発症
2019年5月 SFTS発症猫による咬傷→飼い主発症 
2019年8月 SFTS発症猫→飼い主発症 
2019年11月 SFTS発症猫→獣医師発症 
2020年3月 SFTS発症猫→飼い主発症 
2020年6月 SFTS発症猫→獣医師発症 
2021年2月 SFTS疑い猫→獣医師発症 
2021年2月 SFTS発症猫→獣医師発症
2021年6月 SFTS発症猫→獣医師発症
2022年4月 SFTS発症猫→飼い主発症
2022年6月 SFTS発症猫→飼い主発症 

動物から人へ感染（動物を調査する重要性）

Oshima H et al. Jpn J Infect Dis. 2022. 75:423-426 
Kirino Y et al. J Infect Chemother. 2022. 28:753-756
Miyauchi A et al. Viruses. 2022. 14:223 
Kirino Y et al. Viruses. 2021. 13:229
Tsuru M et al. Viruses. 2021. 13:204
Kida K et al. Jpn J Infect Dis. 2019. 72:356-358

獣医師と同じぐらい飼い主が感染



積極的疫学調査



病原体検出マニュアル(動物由来検体)重症熱性血小板減少症候群(SFTS)ウイルス第2版

病原体検出マニュアル(動物由来検体)
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過去に患者が発生した
都道府県

今後患者発生が予測さ
れる都道府県

SFTS患者発生地域とリスク地域



国内に大陸型のSFTSVの存在

JIHS国立感染症研究所 石嶋慧多実施

J1

J3

C4

C5

C1

静岡
～鹿児島

福岡,
山口、
広島、
岡山

佐賀

岡山

渡り鳥によりSFTS感染マダニが運搬

提供元：Bing©Geo Names, Microsoft, Wikipedia 



SFTSにおける動物での診断、疫学調査の推奨

動物での迅速診断
↓

動物からの感染の
リスクを早期に確認

↓
早期診断・治療に結び付く

↓
死亡者数の減少

動物での疫学調査
動物での診断

↓
地域のSFTSの
リスクの把握

↓
マダニ対策の重点的実施

↓
感染者数の減少



 主にカラス死亡個体数調査。
 老朽化。
 高額な更新費
 高額な維持費

■DBSR
（2002年～2018年3月）

ZASシステムでは、以下三点を重視して構築しています。

様々な新興・再興感染症に対応できるような柔軟な拡張性。1
データ登録に協力される方も、システム管理者も、

可能な限り手間が掛からない運用。システムの自動化。2
データ登録に協力される方が、意義を見出せる運用。

（解析データの情報発信）3

 野生動物死亡個体数調査。
 情報配信能力の強化。
 安価な構築費と維持費

■DASシステム
（2018年4月～2023年３月）

 DASシステムを継承。
 システム内部の再構築。
 愛玩動物の病原体検査。

■ZASシステムでの取組
（2023年4月～2024年３月）

https://zas-system.jphttps://dead-animal-surveillance.jp/

ZASシステムを獣医科学部宇田先生が構築



国内で致死的な
マダニ媒介感染症が発生

↓
動物をマダニから守る
ヒトをマダニから守る

↓
動物からヒトへの

感染を防ぐ

動物由来感染症の
情報収集とリスク評価

正しい情報提供

One Healthアプローチの実践

One 
Health

ヒト

環境動物
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